



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































」（“Le Rêve ” Bulletin de l ’Institut psy-
chologique, 1, no.3, m
ai 1901
）
と
の
関
連
を
論
じ
た
。
ま
た
、
一
九
一
九
年
に
小
熊
虎
之
助
に
よ
っ
て
完
訳
さ
れ
た
「
夢
」
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
『
変
態
心
理
』
が
同
時
代
の
作
家
・
作
品
に
与
え
た
影
響
に
言
及
し
、
こ
れ
ま
で
古
典
回
帰
作
品
と
さ
れ
て
き
た
「
蘆
刈
」
に
も
無
意
識
・
狂
気
な
ど
の
心
理
描
写
に
関
す
る
同
時
代
的
な
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
第
二
章
「
蘆
刈
」
に
お
け
る
中
国
趣
味
と
翻
訳
の
影
響
│
│
東
西
の
神
話
の
融
合
│
│
」
で
は
、「
天
鵞
絨
の
夢
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
一
九
年
一
一
月
二
七
日
│
一
二
月
二
〇
日
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
九
一
八
年
前
後
に
書
か
れ
た
中
国
趣
味
の
作
品
や
、「
蘆
刈
」
に
引
用
さ
れ
た
中
国
の
古
典
文
学
、
あ
る
い
は
谷
崎
が
翻
訳
・
繙
読
し
た
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
な
ど
の
作
品
に
見
ら
れ
る
月
と
女
性
の
関
係
や
神
話
に
注
目
し
、「
蘆
刈
」
に
お
け
る
お
遊
さ
ん
の
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
お
遊
さ
ん
は
中
国
の
古
典
に
登
場
す
る
月
の
女
神
嫦
娥
や
、
「
白
昼
鬼
語
」（『
東
京
日
日
新
聞
』、
一
九
一
八
年
五
月
二
三
日
│
七
月
一
〇
日
／
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
一
八
年
五
月
二
三
日
│
七
月
一
一
日
）
で
も
言
及
さ
れ
る
デ
ィ
ア
ー
ナ
と
い
っ
た
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
に
お
け
る
月
の
女
神
の
性
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は
「
蘆
刈
」
に
お
け
る
古
典
回
帰
が
日
本
・
中
国
の
古
典
に
限
ら
ず
、
西
洋
の
古
典
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
続
い
て
、
第
三
章
「
蘆
刈
」
に
お
け
る
光
と
影
の
表
象
│
│
「
わ
た
し
」
と
「
男
」
の
視
線
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
で
は
「
蘆
刈
」
を
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
視
座
か
ら
分
析
し
た
。
登
場
人
物
は
水
面
（
＝
ス
ク
リ
ー
ン
）
に
映
る
月
の
投
影
像
を
見
る
行
為
に
よ
っ
て
夢
や
幻
の
世
界
、
す
な
わ
ち
物
語
内
の
別
世
界
へ
と
入
り
込
ん
で
お
り
、
こ
の
構
図
は
テ
ク
ス
ト
に
階
層
構
造
（
テ
ク
ス
ト
内
テ
ク
ス
ト
）
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
映
画
の
性
質
と
も
重
な
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
が
見
る
月
の
影
像
が
円
形
で
あ
る
点
に
着
目
す
る
と
、「
蘆
刈
」
に
お
け
る
夢
や
幻
の
表
象
に
は
映
画
以
前
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
幻
燈
の
イ
メ
ー
ジ
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
章
で
は
「
陰
翳
礼
讃
」（『
経
済
往
来
』、
一
九
三
三
年
一
二
月
│
一
九
三
四
年
一
月
）
や
そ
の
論
を
取
り
入
れ
た
一
九
三
〇
年
中
旬
以
降
の
映
画
製
作
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
影
の
表
現
が
、
お
遊
さ
ん
や
幻
燈
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
親
和
性
を
持
つ
こ
と
を
論
証
し
た
。
　
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
第
四
章
「
蘆
刈
」
に
お
け
る
古
典
的
手
法
│
│
物
語
を
取
り
込
む
小
説
の
変
化
│
│
」
で
は
、
作
中
に
登
場
す
る
古
典
作
品
、
中
で
も
「
源
氏
物
語
」
に
再
度
注
目
し
、
小
説
「
蘆
刈
」
に
お
け
る
物
語
の
受
容
を
文
体
や
語
り
の
面
か
ら
考
察
し
た
。
第
一
に
、
ほ
と
ん
ど
鉤
括
弧
を
用
い
ず
会
話
を
区
切
ら
な
い
と
い
っ
た
古
典
的
な
文
体
に
よ
っ
て
、「
蘆
刈
」
で
は
「
源
氏
物
語
」
と
同
様
に
作
中
人
物
や
語
り
手
の
対
象
化
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
章
で
は
古
典
作
品
の
引
用
に
際
し
て
加
え
ら
れ
た
操
作
・
編
集
点
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
描
か
れ
る
人
物
や
情
景
が
、
引
用
を
介
し
て
「
わ
た
し
」
自
身
や
「
わ
た
し
」
の
見
た
光
景
と
一
体
化
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、「
蘆
刈
」
は
古
典
や
「
男
」
な
ど
の
登
場
人
物
の
語
る
物
語
を
内
包
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
わ
た
し
」
自
身
が
新
た
な
物
語
を
作
り
上
げ
る
作
品
、
す
な
わ
ち
小
説
を
物
語
に
漸
近
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
と
結
論
付
け
優
秀
修
士
論
文
概
要
（255）1014
た
。
　
以
上
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
従
来
見
逃
さ
れ
て
き
た
「
蘆
刈
」
に
内
在
す
る
様
々
な
要
素
を
精
査
し
、
改
め
て
古
典
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
終
章
「
境
界
と
し
て
の
「
蘆
刈
」
で
は
、
特
に
第
四
章
で
の
議
論
を
前
提
と
し
て
、
一
九
一
〇
│
二
〇
年
代
の
作
品
や
同
時
代
の
作
品
と
多
様
な
形
で
関
わ
り
合
う
「
蘆
刈
」
が
谷
崎
の
作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
再
考
し
た
。
　
「
蘆
刈
」
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
「
吉
野
葛
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
三
一
年
一
月
│
二
月
）
で
は
、
物
語
を
批
評
す
る
側
に
属
す
る
小
説
家
と
し
て
の
「
私
」
が
登
場
し
、
歴
史
小
説
執
筆
の
挫
折
、
す
な
わ
ち
物
語
の
小
説
化
の
失
敗
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
蘆
刈
」
に
お
い
て
「
わ
た
し
」
は
「
男
」
の
語
る
お
遊
さ
ん
の
物
語
に
矛
盾
を
見
出
し
な
が
ら
も
、「
男
」
の
話
を
含
め
た
様
々
な
物
語
の
中
に
自
ら
を
投
影
し
、「
男
」
と
同
様
自
身
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
物
語
を
生
み
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
古
典
的
な
文
体
や
語
り
を
含
め
た
物
語
の
受
容
、
つ
ま
り
小
説
の
物
語
化
は
「
春
琴
抄
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
三
三
年
六
月
）
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
蘆
刈
」
は
同
時
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と
主
題
を
共
有
し
つ
つ
も
、
特
に
語
り
の
面
に
お
い
て
は
近
代
小
説
と
は
異
な
る
物
語
文
学
へ
と
接
近
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
「
春
琴
抄
」
以
降
の
作
品
と
「
蘆
刈
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
「
蘆
刈
」
を
こ
れ
ま
で
の
見
方
か
ら
切
り
離
し
、
同
時
代
の
文
学
や
一
九
一
〇
│
二
〇
年
代
の
作
品
と
接
続
し
直
し
た
こ
と
で
、
谷
崎
研
究
に
新
た
な
方
向
性
を
も
た
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（265）1004
　
本
修
士
論
文
は
、『
春
の
雪
』、『
奔
馬
』、『
暁
の
寺
』、『
天
人
五
衰
』
各
巻
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
与
え
つ
つ
、『
豊
饒
の
海
』
の
全
体
性
へ
と
還
元
す
る
こ
と
で
当
該
長
編
の
再
評
価
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
多
く
の
先
行
論
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
な
、
作
家
主
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
避
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。「
豊
饒
の
海
」
完
。
／
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
」
と
い
う
巻
末
の
二
行
が
、
現
実
の
事
件
と
小
説
と
の
交
差
を
暗
示
す
る
点
は
認
め
る
に
せ
よ
、
あ
た
か
も
こ
の
作
家
の
死
を
書
か
れ
ざ
る
五
巻
目
の
物
語
で
あ
る
か
の
ご
と
く
扱
っ
た
り
、
ま
た
は
自
注
に
沿
っ
て
本
文
か
ら
思
想
の
反
映
を
取
り
出
し
て
み
る
こ
と
は
、
作
家
の
生
涯
と
と
も
に
作
品
を
封
印
す
る
事
態
に
繋
が
り
か
ね
ぬ
か
ら
だ
。
本
論
の
成
否
は
あ
く
ま
で
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
言
葉
が
生
み
出
す
可
能
性
0
0
0
を
い
か
に
読
み
取
り
う
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
物
語
の
解
釈
を
一
新
す
る
こ
と
を
目
論
む
と
と
も
に
、
同
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
、『
豊
饒
の
海
』
を
賦
活
す
る
周
辺
的
な
間
テ
ク
ス
ト
性
を
考
究
す
る
こ
と
を
も
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
　『
暁
の
寺
』
に
お
け
る
蛇
・
孔
雀
と
い
う
表
象
　
　
　
　
│
│
円
環
＝
輪
廻
を
め
ぐ
る
闘
争
に
つ
い
て
│
│
　
も
と
よ
り
四
部
作
の
三
巻
目
が
本
章
に
位
置
さ
れ
る
こ
と
の
理
由
は
、『
暁
の
寺
』
が
『
豊
饒
の
海
』
の
転
換
点
を
な
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
転
換
と
は
、
全
編
を
貫
く
輪
廻
転
生
と
い
う
テ
ー
マ
の
綻
び
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
の
記
憶
や
黒
子
が
曖
昧
な
も
の
と
化
し
、
本
多
な
い
し
読
者
を
し
て
そ
の
正
当
性
（
正
統
性
）
を
疑
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
到
っ
て
着
目
す
べ
き
は
、
テ
ク
ス
ト
に
反
復
さ
れ
る
細
部
と
し
て
の
蛇0
・
孔0
雀0
と
い
う
主
題
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
二
種
の
動
物
は
、
輪
廻
の
正
当
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
対
立
す
る
象
徴
で
あ
っ
て
、
そ
の
闘
争
が
物
語
の
流
れ
を
構
造
的
に
牽
引
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
蓼
科
か
ら
本
多
に
授
与
さ
れ
る
「
孔
雀
明
王
経
」
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
蛇
毒
を
防
ぎ
、
あ
る
ひ
は
蛇
に
咬
ま
れ
て
も
た
ち
ま
ち
こ
れ
を
癒
や
す
」
と
の
記
述
か
ら
、
右
の
対
立
図
式
は
明
確
と
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
円
環
＝
輪
廻
を
体
現
す
る
蛇
と
、
そ
れ
を
崩
壊
せ
し
め
る
孔
雀
と
い
う
構
図
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
り
、
前
者
の
暗
喩
た
る
エ
メ
ラ
ル
ド
の
指
環
の
謎
や
、
転
生
者
で
あ
り
な
が
ら
後
者
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
同
一
視
さ
れ
る
ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
の
問
題
が
こ
こ
に
生
じ
て
く
る
。
　
し
か
し
、
特
に
重
要
な
の
は
、『
暁
の
寺
』
最
終
章
で
、
ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
が
コ
ブ
ラ
に
咬
ま
れ
て
死
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
見
こ
の
事
実
は
、
孔
雀
の
死
│
蛇
の
勝
利
と
い
う
構
図
の
も
と
、
輪
廻
転
生
を
た
だ
た
だ
称
揚
せ
ん
と
す
る
意
味
に
捉
え
ら
れ
か
ね
ぬ
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
昭
和
四
十
三
年
発
表
「
孔
雀
」
を
補
助
線
と
し
て
引
き
つ
つ
、
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
あ
る
い
は
美
の
完
成
と
い
う
視
点
を
取
れ
ば
、
生
き
て
い
る
よ
り
も
死
ん
で
い
る
方
が
美
し
い
と
い
う
孔
雀
の
逆
説
を
導
く
こ
と
は
容
易
な
の
だ
。
　
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
得
る
べ
き
結
論
は
、
輪
廻
は
解
体
す
る
の
で
な
く
、
弁
証
法
的
に
再
構
築
さ
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
再
構
築
さ
れ
る
輪
廻
、
換
言
す
れ
ば
止
揚
と
し
て
の
秩
序
世
界
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
次
章
以
降
の
課
題
と
な
る
。
三
島
由
紀
夫
『
豊
饒
の
海
』
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第
二
章
　『
暁
の
寺
』
か
ら
『
天
人
五
衰
』
へ
　
　
　
　
│
│
「
幻
を
現
ず
る
法
」
が
も
た
ら
す
可
能
性
│
│
　
『
天
人
五
衰
』
に
お
い
て
肝
要
な
問
題
は
、
長
大
な
物
語
の
全
て
を
空
無
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
結
末
を
、
い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
本
章
に
執
ら
れ
る
方
針
は
、
一
種
の
比
較
文
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ム
ジ
ー
ル
『
特
性
の
な
い
男
』
を
取
り
上
げ
て
検
証
す
る
。
　
そ
の
前
提
と
し
て
、
三
島
由
紀
夫
が
現
に
高
橋
義
孝
他
訳
『
特
性
の
な
い
男
』
一
〜
三
巻
（
新
潮
社
、
昭
和
三
十
九
年
〜
四
十
年
）
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、『
豊
饒
の
海
』
の
連
載
（
昭
和
四
十
年
九
月
〜
四
十
六
年
一
月
）
に
並
行
し
て
、『
新
潮
』
に
計
十
七
回
に
わ
た
り
こ
の
作
品
の
宣
伝
文
が
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
二
作
を
併
せ
読
む
同
時
代
的
な
読
者
を
措
定
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
起
因
す
る
読
解
の
広
が
り
を
論
じ
ら
れ
る
。
　
実
際
、
二
作
品
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
内
部
の
一
致
を
探
求
す
れ
ば
、『
特
性
の
な
い
男
』
の
主
人
公
・
ウ
ル
リ
ヒ
の
思
考
法
が
、『
暁
の
寺
』
に
登
場
す
る
ド
イ
ツ
文
学
者
・
今
西
康
の
主
義
思
想
へ
と
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
、直
ち
に
判
明
す
る
。す
な
わ
ち
「
性
の
千
年
王
国
」、「
日
常
感
覚
／
宇
宙
感
覚
」
と
い
っ
た
彼
の
術
語
の
モ
チ
ー
フ
は
、
明
ら
か
に
『
特
性
の
な
い
男
』
の
「
愛
の
千
年
王
国
」、「
現
実
感
覚
／
可
能
性
感
覚
」
に
源
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
相
同
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
実
に
本
多
も
ま
た
今
西
を
媒
体
と
し
つ
つ
、
右
の
世
界
観
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
幻
を
現
ず
る
法
」
を
会
得
し
た
彼
は
、「
現
象
」
の
名
の
も
と
に
生
起
す
る
こ
の
0
0
現
実
と
、
そ
の
背
後
に
隠
れ
る
あ
る
べ
き
は
ず
の
0
0
0
0
0
0
0
「
本
質
」
を
均
質
的
に
認
識
す
る
。
こ
の
よ
う
な
能
力
を
『
特
性
の
な
い
男
』
で
は
「
可
能
性
感
覚
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
だ
が
、
さ
ら
に
大
き
な
枠
組
み
か
ら
眺
め
れ
ば
、
こ
の
「
可
能
性
感
覚
」
を
持
ち
う
る
読
者
0
0
と
い
う
存
在
に
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
天
人
五
衰
』
連
載
直
後
の
『
新
潮
』
特
別
号
に
は
、
作
家
の
草
稿
（「『
豊
饒
の
海
』
ノ
ー
ト
」）
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
完
成
作
と
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
プ
ロ
ッ
ト
が
示
さ
れ
る
仕
儀
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
誰
し
も
を
茫
然
た
ら
し
め
る
物
語
の
結
末
は
、
あ
り
う
べ
き
別
の
可
能
性
へ
の
誘
惑
を
喚
起
す
る
。「
清
顕
が
は
じ
め
か
ら
ゐ
な
か
つ
た
と
し
た
ら
」
と
い
う
十
分
条
件
と
、
転
生
者
も
本
多
す
ら
も
「
ゐ
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
必
要
条
件
の
も
と
で
得
ら
れ
る
命
題
は
、
様
々
な
読
み
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
産
し
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
う
し
て
テ
ク
ス
ト
が
真
に
読
者
へ
ひ
ら
か
れ
る
と
き
、『
豊
饒
の
海
』
は
ま
さ
し
く
「
心
マ
ル
チ
エ
ン
ド々」
の
広
大
な
物
語
と
し
て
、
そ
の
「
豊
饒
」
さ
を
言
祝
が
れ
る
だ
ろ
う
。
第
三
章
　『
豊
饒
の
海
』
に
お
け
る
偶
然
と
必
然
に
つ
い
て
　
　
　
　
│
│
『
春
の
雪
』
を
軸
に
│
│
　
『
豊
饒
の
海
』
と
い
う
物
語
の
枠
組
が
撹
乱
さ
れ
よ
う
と
す
る
運
動
は
、
す
で
に
『
春
の
雪
』
に
顕
れ
て
い
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、『
春
の
雪
』
で
か
つ
て
青
年
期
の
本
多
は
「
偶
然
の
死
」
あ
る
い
は
「
必
然
の
神
」
に
つ
い
て
こ
と
さ
ら
言
い
立
て
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
余
年
の
時
を
閲
し
て
彼
は
、
転
生
者
と
お
の
れ
の
出
会
い
が
畢
竟
、
偶
然
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
達
観
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
落
差
は
一
体
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
　
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
の
鍵
は
、
そ
の
証
拠
と
し
て
表
れ
る
黒
子
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。
主
題
論
的
に
読
み
解
け
ば
、
黒
子
が
星0
、
砂0
、
お
よ
び
粒
子
0
0
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
作
用
さ
せ
、
連
関
的
に
転
生
の
意
味
を
繋
げ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
が
ひ
と
ま
ず
必
然
性
の
象
徴
と
し
て
読
め
る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
美
し
い
星
』
の
「
人
智
が
探
り
得
た
最
高
の
必
然
性
は
、
多
分
天
体
の
運
行
だ
ら
う
」
と
い
っ
た
台
詞
を
引
用
優
秀
修
士
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し
て
お
け
ば
足
り
る
だ
ろ
う
。
　
さ
て
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、
星
々
や
砂
を
動
転
せ
し
め
、
法
則
を
司
る
「
白
い
指
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
超
越
的
存
在
こ
そ
は
、
本
多
が
措
定
し
て
い
た
、「
偶
然
の
死
」
を
招
来
す
る
「
必
然
の
神
」
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、『
天
人
五
衰
』
に
お
い
て
現
れ
る
「
白
く
か
が
や
い
て
ゐ
た
神
」
は
、
い
ま
や
「
灰
色
の
死
相
」
を
浮
か
べ
て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
か
つ
て
の
「
必
然
の
神
」
は
身
罷
り
、
偶
然
性
の
誕
生
が
確
約
さ
れ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
天
人
五
衰
0
0
」
と
称
す
る
タ
イ
ト
ル
は
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
必
然
性
の
消
滅
、
あ
る
い
は
偶
然
性
の
称
揚
は
、
取
り
も
直
さ
ず
決
定
論
の
否
定
を
意
味
し
、
物
語
は
単
線
か
ら
複
数
性
へ
と
ひ
ら
か
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
こ
そ
来
る
べ
き
新
た
な
秩
序
で
あ
っ
て
、
か
か
る
秩ディ
ス
ク
ー
ル
序
世
界
は
、
全
て
を
無
化
す
る
結
末
か
ら
仮
定
法
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
現
前
さ
せ
る
た
め
の
担
保
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
章
　『
豊
饒
の
海
』
か
ら
現
代
へ
│
│
『
奔
馬
』
に
お
け
る
　
　
　
　
本
多
繁
邦
の
年
齢
を
糸
口
に
│
│
　
『
特
性
の
な
い
男
』
が
同
時
代
的
な
読
者
に
と
っ
て
の
プ
レ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
な
ら
ば
、
他
方
、
い
ま
・
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
が
『
豊
饒
の
海
』
と
結
ぶ
べ
き
現
代
の
テ
ク
ス
ト
と
は
何
な
の
か
。
右
の
問
い
に
答
え
る
に
あ
た
り
、
本
論
は
『
奔
馬
』
に
お
け
る
本
多
の
年
齢
か
ら
、
東
浩
紀
の
提
示
す
る
「
三
五
歳
問
題
」
を
想
起
し
た
上
、
そ
の
著
作
『
ク
ォ
ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
』、
ま
た
は
『
存
在
論
的
、
郵
便
的
』
を
引
く
。
　
ま
ず
は
『
奔
馬
』
の
序
盤
か
ら
、
彼
の
三
十
八
歳
と
い
う
年
齢
が
反
復
し
て
強
調
さ
れ
る
点
に
注
意
し
よ
う
。「
か
つ
て
あ
つ
た
、
と
い
ふ
こ
と
と
、
か
く
も
あ
り
え
た
、
と
い
ふ
こ
と
の
境
界
」
が
薄
れ
て
ゆ
く
こ
の
年
齢
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
「
可
能
性
感
覚
」
の
兆
し
を
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。
他
方
『
ク
ォ
ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
』
の
葦
船
往
人
は
、
三
十
五
歳
に
垂
ん
と
し
、
村
上
春
樹
「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
」
を
例
に
と
り
な
が
ら
「
直
説
法
過
去
と
直
説
法
未
来
の
総
和
は
確
実
に
減
少
し
、
仮
定
法
過
去
の
総
和
が
そ
の
ぶ
ん
増
え
て
い
く
」、「
そ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
お
そ
ら
く
は
三
五
歳
あ
た
り
で
逆
転
す
る
」
と
述
懐
す
る
。
　
こ
う
し
た
テ
ー
マ
の
相
似
性
か
ら
、
本
章
で
は
『
豊
饒
の
海
』
の
新
た
な
読
解
の
余
地
を
開
拓
し
つ
つ
、
特
に
『
存
在
論
的
、
郵
便
的
』
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
デ
リ
ダ
の
思
想
へ
接
続
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
東
に
よ
れ
ば
「
散
種
」
あ
る
い
は
「
郵
便
」
と
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
反
復
可
能
性
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
到
達
不
可
能
性
、
す
な
わ
ち
「
誤
配
」
の
構
造
を
意
味
す
る
。
　
と
す
れ
ば
『
豊
饒
の
海
』
で
「
誤
配
」
さ
れ
る
存
在
と
は
、
本
多
そ
の
人
に
相
違
あ
る
ま
い
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
誰
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
巧
妙
な
仕0
掛
け
0
0
を
秘
め
る
件
の
結
末
は
、
読
者
を
し
て
よ
り
正
し
い
宛
先
に
本
多
は
い
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
所
感
を
覚
え
さ
せ
ず
に
い
な
い
か
ら
だ
。
　
そ
し
て
か
か
る
構
造
が
、
実
に
『
ク
ォ
ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
』
に
通
底
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
二
作
を
紐
帯
し
、『
豊
饒
の
海
』
を
現
代
へ
架
橋
す
る
作
業
の
有
効
性
が
立
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
　
『
ク
ォ
ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
』
に
は
「
物
語
外
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小
編
（
東
に
よ
れ
ば
「
読
者
が
書
い
た
架
空
の
夢
物
語
」）
に
よ
っ
て
、
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
0
0
0
0
0
0
0
0
0
い0
物
語
の
別
の
結
末
も
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
形
状
は
、『
豊
饒
の
海
』
完
成
作
と
「『
豊
饒
の
海
』
ノ
ー
ト
」
の
関
係
と
同
一
で
あ
る
。
　
か
く
て
発
見
さ
れ
た
『
豊
饒
の
海
』
の
開
口
部
と
は
、
い
ま
な
お
続
く
正
編
へ
の
二アダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
次
創
作
の
想
像
力
に
他
な
ら
な
い
。
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近
世
後
期
戯
作
文
芸
を
語
る
う
え
で
、
戯
作
者
・
十
返
舎
一
九
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
知
識
人
が
余
技
と
し
て
筆
を
執
っ
た
前
期
戯
作
に
対
し
て
、
後
期
戯
作
は
多
数
の
読
者
へ
の
需
要
を
前
提
に
し
た
、
商
業
的
側
面
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
職
業
的
役
割
を
求
め
ら
れ
た
後
期
戯
作
者
達
の
中
で
、
一
九
の
功
績
は
特
筆
す
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
拙
稿
で
は
、
一
九
が
読
者
の
需
要
を
得
る
た
め
に
、
戯
作
に
施
さ
れ
た
工
夫
、
及
び
狂
歌
師
と
し
て
の
活
動
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
が
い
か
に
商
業
的
性
質
を
満
た
し
な
が
ら
作
品
を
執
筆
し
て
い
っ
た
の
か
、
各
章
で
確
認
し
た
。
　
第
一
章
「
十
返
舎
一
九
が
手
掛
け
た
往
来
物
と
戯
作
と
の
関
連
」
で
は
、
一
九
が
往
来
物
を
多
数
手
掛
け
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
一
九
作
の
合
巻
と
往
来
物
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
も
そ
も
往
来
物
と
は
、
年
頭
の
挨
拶
や
病
気
見
舞
い
な
ど
、
生
活
上
必
須
と
な
る
内
容
を
扱
っ
た
手
紙
の
文
例
集
で
あ
る
。
も
と
は
平
安
時
代
の
公
家
や
貴
族
に
よ
る
往
復
書
簡
の
形
式
を
採
っ
た
消
息
集
に
由
来
す
る
も
の
だ
が
、
近
世
期
に
な
る
と
年
中
行
事
や
儀
礼
作
法
に
関
し
た
付
録
記
事
も
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
小
百
科
事
典
と
し
て
の
内
容
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
一
九
も
六
五
種
の
往
来
物
を
編
集
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
戯
作
執
筆
の
次
に
は
往
来
物
の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
一
九
が
手
掛
け
た
往
来
物
に
注
目
し
な
が
ら
、
一
九
が
往
来
物
へ
傾
け
た
編
集
姿
勢
が
一
九
の
戯
作
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
、
考
察
す
る
。
　
一
章
第
一
節
で
は
、
一
九
が
手
掛
け
た
往
来
物
の
先
行
研
究
を
整
理
し
た
う
え
で
、
一
九
の
往
来
物
に
つ
い
て
書
誌
情
報
や
内
容
の
構
成
を
確
認
し
た
。
一
九
が
往
来
物
の
序
文
で
記
し
た
編
集
意
識
、
及
び
往
来
物
の
書
誌
的
形
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
手
紙
の
文
例
や
付
録
記
事
を
読
み
易
く
す
る
工
夫
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
一
九
が
手
掛
け
た
往
来
物
に
は
、
頭
書
と
い
う
匡
郭
鼇
頭
部
に
掲
載
さ
れ
る
付
録
記
事
が
し
ば
し
ば
確
認
で
き
、
手
紙
の
文
例
が
簡
潔
な
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
読
者
が
学
習
し
易
い
よ
う
に
配
慮
し
た
編
集
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
一
章
第
二
節
で
は
、
文
化
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
十
返
舎
一
九
作
の
合
巻
『
復
仇
女
諸
礼
亀
鑑
』、『
報
仇
女
用
文
章
』
に
お
い
て
、
女
子
用
往
来
物
の
要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
ら
か
に
す
る
。
首
尾
一
貫
の
物
語
が
描
か
れ
た
合
巻
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
往
来
物
の
要
素
が
本
文
や
挿
絵
へ
摂
取
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
い
っ
た
表
現
工
夫
を
本
文
に
寄
与
し
た
の
か
、
注
目
し
て
い
く
。
両
作
品
は
敵
討
物
の
合
巻
で
あ
る
以
外
に
も
、
往
来
物
の
頭
書
を
模
倣
し
た
趣
向
が
作
中
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
一
九
の
往
来
物
へ
向
け
た
編
集
姿
勢
が
戯
作
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
ず
、『
復
仇
女
諸
礼
亀
鑑
』
の
口
絵
部
分
に
は
、
儀
礼
作
法
を
行
う
姿
を
描
い
た
絵
が
付
属
す
る
（
仮
に
こ
れ
を
駒
絵
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）。
駒
絵
は
往
来
物
の
頭
書
に
付
属
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
確
認
で
き
、
往
来
物
な
ら
で
は
の
表
現
形
式
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
口
絵
と
一
緒
に
駒
絵
が
配
さ
れ
た
の
は
、
口
絵
を
駒
絵
と
比
べ
る
こ
と
で
、
両
者
の
表
現
の
落
差
を
楽
し
む
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
口
絵
に
記
さ
れ
た
賛
も
読
む
と
、
本
文
中
の
各
登
場
人
物
の
動
向
を
予
見
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
駒
絵
が
『
復
仇
女
諸
礼
亀
鑑
』
の
あ
ら
す
じ
を
暗
示
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
た
。
次
に
『
報
仇
女
用
文
章
』
で
は
、
序
文
が
頭
書
と
手
紙
の
文
例
を
模
倣
し
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
形
態
的
に
往
来
物
を
模
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
婚
礼
の
飾
り
付
け
に
関
す
る
頭
書
が
本
文
挿
絵
に
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の
頭
書
は
た
だ
単
に
付
録
と
し
て
本
文
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
文
の
内
容
と
対
応
し
て
記
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、『
報
仇
女
用
文
章
』
本
文
の
表
現
効
果
を
高
め
た
こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
十
返
舎
一
九
の
戯
作
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前
述
の
合
巻
二
作
品
が
執
筆
さ
れ
た
動
機
は
、
文
化
四
年
か
ら
五
年
の
名
主
改
が
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
も
そ
も
一
九
が
敵
討
物
の
流
行
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
九
の
戯
作
者
活
動
の
変
遷
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、
合
巻
『
復
仇
女
諸
礼
亀
鑑
』、『
報
仇
女
用
文
章
』
は
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
合
巻
で
あ
り
、
往
来
物
を
手
掛
け
た
一
九
の
編
集
姿
勢
が
戯
作
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
何
よ
り
の
証
左
と
な
り
得
る
作
品
だ
と
論
じ
た
。
　
第
二
章
「
狂
歌
師
・
十
返
舎
一
九
の
歩
み
│
肉
筆
書
画
を
中
心
に
│
」
で
は
、
十
返
舎
一
九
が
取
材
旅
行
先
で
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
肉
筆
の
書
画
作
品
に
つ
い
て
、
画
賛
と
し
て
記
さ
れ
た
狂
歌
の
解
釈
、
及
び
現
代
語
訳
を
施
し
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
画
賛
と
肉
筆
絵
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
一
九
の
狂
歌
を
詠
ん
だ
う
え
で
肉
筆
画
を
ど
の
よ
う
に
鑑
賞
で
き
る
の
か
、
確
認
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
章
の
目
的
と
し
て
、
一
九
が
実
際
に
揮
毫
し
た
狂
歌
を
解
釈
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
表
現
手
法
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
検
討
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
の
肉
筆
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
狂
歌
師
・
十
返
舎
一
九
の
腕
前
を
検
討
す
る
目
的
の
み
な
ら
ず
、
狂
歌
と
絵
と
の
配
合
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
、
一
九
の
戯
作
者
と
し
て
の
技
量
を
窺
う
た
め
の
必
須
事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
の
肉
筆
画
に
は
そ
れ
ぞ
れ
落
款
印
や
関
防
印
が
あ
る
た
め
、
一
九
の
印
に
つ
い
て
も
本
章
で
考
証
す
る
。
第
一
節
、
第
二
節
と
も
に
、
一
九
が
旅
先
で
要
し
た
取
材
活
動
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
と
い
っ
た
点
に
も
注
目
し
て
、
狂
歌
師
・
十
返
舎
一
九
の
活
動
と
そ
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
く
。
　
二
章
第
一
節
で
は
、
新
潟
県
上
越
市
南
本
町
に
あ
る
粟
飴
店
・
高
橋
孫
左
衛
門
商
店
が
所
蔵
す
る
一
九
の
肉
筆
書
画
を
紹
介
す
る
。
高
橋
家
は
寛
永
年
間
創
業
の
老
舗
店
で
あ
り
、
三
代
目
当
主
高
橋
孫
左
衛
門
が
餅
米
か
ら
透
明
な
飴
を
作
る
製
法
を
発
見
し
て
以
来
、
飴
の
製
造
と
販
売
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
一
九
は
文
化
十
一
年
に
高
橋
家
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
様
子
が
合
巻
『
金
草
鞋
』
八
編
（
文
化
十
三
年
刊
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
一
九
が
高
橋
家
を
訪
れ
た
際
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
。
一
九
が
高
橋
家
へ
訪
れ
た
足
跡
も
『
金
草
鞋
』
で
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
九
肉
筆
の
書
画
と
し
て
非
常
に
信
憑
性
の
高
い
も
の
と
見
做
せ
る
。
紹
介
す
る
資
料
六
点
に
は
、
画
賛
の
解
釈
と
現
代
語
訳
を
施
し
、
画
賛
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え
で
肉
筆
画
の
解
釈
も
記
し
た
。
な
お
、
画
賛
の
語
句
に
は
俳
諧
や
雑
俳
で
通
用
す
る
意
味
が
し
ば
し
ば
表
出
す
る
た
め
、
適
宜
用
例
と
な
り
得
る
句
も
立
項
し
た
。
ま
た
、
各
作
品
に
あ
る
落
款
印
や
関
防
印
に
関
し
て
も
、『
続
膝
栗
毛
』
五
編
巻
末
に
あ
る
一
九
の
印
譜
（
板
元
西
村
屋
与
八
の
模
刻
）
を
参
照
し
た
。
こ
の
印
譜
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
墨
川
亭
雪
麿
作
の
『
稗
史
通
』
に
記
さ
れ
た
一
九
の
略
歴
や
、
そ
の
略
歴
に
関
し
て
一
九
の
怒
り
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
直
結
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
も
詳
し
く
述
べ
る
。
ま
た
、『
続
膝
栗
毛
』
五
編
巻
末
に
あ
る
印
譜
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
か
ら
、
印
譜
が
一
九
の
落
款
印
や
関
防
印
を
考
証
す
る
う
え
で
参
考
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
見
做
し
、
印
譜
に
掲
載
さ
れ
た
印
字
で
実
際
の
落
款
印
や
関
防
印
と
酷
似
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
、
そ
ち
ら
を
本
文
中
で
指
摘
し
た
。
ま
た
、
各
落
款
印
や
関
防
印
を
比
較
し
て
、
寸
法
や
印
字
の
書
体
が
合
致
し
た
際
に
は
そ
れ
ら
を
同
じ
共
通
の
印
と
見
做
し
た
。
　
二
章
第
二
節
で
は
、
一
九
の
肉
筆
書
画
と
思
わ
れ
る
架
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
。
架
蔵
の
書
画
に
は
、
新
潟
の
越
後
平
野
中
央
に
位
置
し
た
潟
湖
・
鎧
潟
周
辺
の
風
景
が
描
か
れ
、
鎧
潟
に
因
ん
だ
狂
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
架
蔵
の
書
画
は
文
政
元
年
に
行
わ
れ
た
鎧
潟
の
治
水
工
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
狂
歌
も
鎧
潟
の
治
水
工
事
に
関
し
た
内
容
を
詠
ん
で
い
る
。
本
節
で
は
、
鎧
潟
が
越
後
平
野
に
在
住
す
る
農
家
へ
度
々
水
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
記
述
を
踏
ま
え
て
、
長
岡
藩
が
文
政
元
年
に
鎧
潟
の
普
請
を
実
施
し
た
経
緯
に
関
し
て
述
べ
た
。
一
九
は
文
政
元
年
の
越
後
取
材
旅
行
の
際
に
、
鎧
潟
の
普
請
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お
り
、
普
請
の
光
景
を
合
巻
『
滑
稽
旅
烏
』
初
編
（
文
政
三
年
刊
）
に
紹
介
し
て
い
る
。『
滑
稽
旅
烏
』
と
は
、
一
九
が
文
政
元
年
の
旅
行
に
お
い
て
巡
っ
た
各
地
の
名
所
や
風
土
、
珍
し
き
事
実
を
中
心
に
紹
介
し
た
合
巻
で
あ
る
。
一
九
の
代
表
作
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
以
下
『
膝
栗
毛
』）
と
比
べ
て
も
、
弥
次
喜
多
に
よ
る
し
く
じ
り
や
騒
動
と
い
っ
た
滑
稽
描
写
に
重
き
を
置
い
た
優
秀
修
士
論
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『
膝
栗
毛
』
と
は
対
照
的
な
作
品
で
は
あ
る
も
の
の
、
名
所
や
風
土
の
紹
介
に
お
い
て
客
観
的
描
写
が
あ
る
こ
と
に
信
頼
の
置
け
る
内
容
と
見
做
せ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
架
蔵
の
書
画
に
記
さ
れ
た
狂
歌
を
解
釈
し
、
一
九
の
肉
筆
画
に
つ
い
て
、『
滑
稽
旅
烏
』
初
編
で
描
か
れ
た
鎧
潟
の
挿
絵
と
比
較
し
な
が
ら
、
一
九
が
肉
筆
画
に
施
し
た
表
現
の
工
夫
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
節
に
お
い
て
も
『
続
膝
栗
毛
』
五
編
巻
末
に
あ
る
一
九
の
印
譜
を
参
考
に
、
架
蔵
書
画
に
あ
る
落
款
印
や
関
防
印
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
寸
法
や
印
字
の
書
体
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
架
蔵
書
画
に
あ
る
関
防
印
「
兼
五
味
」
に
つ
い
て
、
二
章
第
一
節
の
高
橋
孫
左
衛
門
商
店
所
蔵
の
書
画
に
見
ら
れ
る
関
防
印
「
兼
五
味
」
と
合
致
し
、
同
じ
印
を
用
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
で
は
十
返
舎
一
九
の
往
来
物
と
合
巻
、
狂
歌
を
中
心
に
、
一
九
が
施
し
た
表
現
工
夫
を
考
察
し
、
そ
の
内
容
を
解
釈
し
た
う
え
で
、
戯
作
者
・
十
返
舎
一
九
の
執
筆
活
動
の
一
端
に
触
れ
る
。『
膝
栗
毛
』
を
抜
き
に
し
て
も
、
一
九
は
表
現
の
巧
み
さ
、
発
想
の
柔
軟
さ
を
備
え
た
戯
作
者
で
あ
り
、
そ
う
し
た
一
九
だ
か
ら
こ
そ
、
読
者
が
求
め
る
作
品
を
理
解
し
て
、
需
要
に
応
え
て
き
た
秘
訣
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
